






















































































































































































































































































































































3 27 12 15 
（言葉による記述）
L2不十分な整数の定弱ま
16 4 2 
たは性質（言葉lこよる記述〉







11 25 21 
るとみられる
整豊置を集合として捉えてい
31 20 6 10 
るとみられない
られなかったことである。児童の感想の中には，
「説明するのは楽しいが，求めるのは苦手Jと
いった知識面と技能面の希離が見られるような
ものがあった。これからは，こうした黍離を改
善できるような数学的活動を再考していきたい。
また「整数Jの単元だけではなく，こうした事
離は他の単元・領域にも見られることが予想さ
れるので，さらなる研究を続けていきたい。
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8 本稿の課題
授業実践1では整数についての「知識及び技
能」が深まり，授業実践2では偶数や奇数，倍
数や約数を整数の中の集合として捉える理解が
深まった。課題としては，ものの倍数や公倍数，
約数や公約数などを求める技能面に有意差が見 （平成29年9月29日受理）
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